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「こども食堂」に取り組んでいる、又はこれから
取り組みたいという団体等が徐々に増えていま
す。また、このような活動に食材等を提供したい
という個人、団体、企業等も 
あり、こどもたちや孤立 
しがちな大人対象の「食事」 
や「交流」ができる居場所づく 
りが地道に取り組まれています。 

鶴岡のこども食堂

鶴岡市こども食堂 （鶴岡市母子会） 
  日 時  月２回 土曜日 11:30～12:15 

  場 所  にこ ふる３階  鶴岡市泉町 

  対 象  鶴岡市子どもの学習支援受講者・保護者 

  参加費  無料 （予約不要） 

  連絡先  090-5847-8748（大滝さん） 

らくやこども食堂 （NPO法人ぼらんたす） 

   日 時  月２回程度 火曜日 18:30～20:00 

   場 所  楽家（らくや）  鶴岡市陽光町 

   対 象  どなたでも 

   参加費  高校生以下 200 円、大人 300 円 

（４日前まで要予約） 

   連絡先  0235-33-8730 （ぼらんたす） 

みんな食堂・の野 
  日 時  今後の予定決まりしだい周知予定 

  場 所  の野  鶴岡市新海町 

  対 象  どなたでも 

  参加費  一律 380 円 （要予約） 

  連絡先  現在活動を休んでおり、再開後周知します 

庄内ちいき食堂 （JISUKE） 

  日 時  毎月最終水曜日 17:00～19:00 

  場 所  その都度 （庄内地域内） 

  対 象  庄内地域在住の親子 30 名程 

  参加費  無料 （要予約） 

  連絡先  090-2881-7334 LINE 検索可） 

みんなでごはんだともに食堂  

（NPO法人明日のたね） 

  日 時  毎月第２土曜日 11:00～ 

  場 所  長沼ともにひろば  鶴岡市長沼 

  対 象  庄内地域にお住いの方 

  参加費  無料（予約不要ですが 11 時頃まで会場へ） 

  連絡先  0235-64-8623 （明日のたね） 

こどもの森食堂 

  日 時  毎月第２土曜日、第４金曜日 17:00～ 

  場 所  稲生公民館  鶴岡市稲生町 

  対 象  稲生町内在住の 18 歳までのお子さんと家族 

  参加費  18 歳まで無料、大人 300 円（３日前まで要予約） 

  連絡先  090-2882-9403（坂本さん） 



《らくがき》 謹賀新年 能登半島地震、羽田空港での衝突炎上事故など、大変な出来事が起きた本年の正月。災害、事故、事件、 

病気、戦争…理由にかかわらず、失われる尊い命の重さに変わりはありません。一日も早い復旧、そして平和な世界を願うばかりです（H） 

 

 
主催 要約筆記「おひさま」 

パソコン要約筆記「はなまる」 

 

 
 
R4年度未掲載分     皆さま受賞おめでとうございます！ 
 ○山形県県民福祉大会会長表彰 

  温海読み聞かせ隊ポッケ、NPO法人鶴岡災害ボランティアネットワーク 

 ○鶴岡市青少年育成市民会議表彰  

NPO法人日本国末端技術研究所 

R5年度 
 ○山形県社会福祉功労県知事表彰 
    鶴岡点字サークル 
 ○山形県県民福祉大会会長表彰 
    野地広章さん、鶴岡南高等学校 JRC 部 
 ○鶴岡市青少年育成市民会議 
    子どもたちの学びを支援する会 
 ○鶴岡市社会福祉協議会会長表彰 
    渡部佐一さん、 鶴岡東高等学校奉仕部、 
    鶴岡中央高等学校ボランティア・インターアクト部 
 ○山新放送愛の事業団 「愛の鳩賞」 
   鶴岡東高等学校奉仕部   

～助成金の受付がスタートしました～ 
 ○対  象  学校における教育的活動、地域住民と一体と 

なった社会教育的活動、文化的活動。なお、 

地域や福祉課題関係の活動は、下記の荘銀 

内の事務局に相談をお願いします。 

 ○募集期間  令和6年1/4（木）～2/13（火）必着 

 ○助成金額  １団体につき10万～40万円 

 ○申請方法  申込書（荘内銀行ホームページ掲載）を 

           E メールで事務職宛に提出 
 ○基金 HP 

https://www.shonai.co.jp/aboutus/csr/kouekijyosei.html 

 ○問合せ先 荘内銀行広報 CSR 室内 
公益信託荘内銀行ふるさと創造基金事務局 

電話 023-626-9006（早坂さん） 
又は 荘内銀行本店総務管財室 

            電話 0235-28-2408（菅さん）まで 

  ◆鶴岡市ボランティアセンターに、パンフレットがあります！ 

映画と福祉のコラボ④⑤ 感動の11～12月！ 

11/23（祝） 「僕が君の耳になる」      
 主演俳優の梶本瑞希さんは、聴覚障がいがあるダンサー。
映画上映前、鶴岡中央高校生やダンスグループ Kickin
‘DanceFam のメンバー等とダンスワークショップを行い
ましたが、彼女のダンスは素晴らしく、みんなが魅了されて
いました。そして、同グループ菊地将晃代表のダンス指導に
より、さっそく全員が素敵なダンサーになっていました。 
 映画上映とトークショーでは、高校生の皆さんがスタッフ
としてアナウンス等にも協力。高校生はもちろん、多くの参
加者が積極的に声を聴かせてくれて、梶本さんとのトーク
ショーは楽しい時間になりました。終了後も、まちキネ研修
室でサイン会・交流と賑やかな時間がずっと続いていました。 

～きこえのバリアフリー教室～ 
「聴覚障がいと要約筆記」 開催！ 

荘内銀行ふるさと創造基金 募集！ ボランティア関係 表彰受賞者 

12/3（日） 「オレンジランプ」       
 この映画は、30 代で若年性認知症と診断されたセールス

マン丹野智文さん（仙台市）をモデルにして制作された作

品。本人、家族、職場、地域の人たちの日常や心の変化等が

描かれていて、上映中は館内のあちらこちらからすすり泣

きや微笑み…最後には大きな拍手に包まれました。トーク

ショーでは、丹野さんから鶴岡の皆さんへのビデオメッ

セージ、三原光尋監督、認知症看護認定看護師富樫千代美さ

ん、つるおかオレンジサポートの会副代表五十嵐利恵さん

が登壇し、この映画への想いや感想、日頃の取組等をお話し

いただきました。参加者からは「認知症の人の家族に対して

もっと相手のことを思って接しなければ」等、あらためて認

知症を理解する機会になったとの声が聞かれました。 

この取組は「鶴岡市意思疎
通支援者派遣事業」により、
手話・要約筆記通訳の協力
をいただいて開催。どちらも
ほぼ満員の参加でした。 

▲三原光尋監督（上） 
富樫千代美さん（左） 
五十嵐利恵さん（右） 

ダンスワークショップで 
記念の１枚！ 

 12 月 10 日（日）、鶴岡総合保健福祉センターにこ♥ふるで、 
31 名が参加して「きこえのバリアフリー教室」が開催されました。 
 庄内難聴者友の会菅原直志さんの講演、鶴岡市役所福祉課職員の
市の事業説明の後、主催団体が手書きとパソコンの要約筆記につい
て説明し参加者が体験。「日頃の活動を見学や体験してみたい」とい
う方もいて、今後の担い手育成に繋がる機会になったようです。 

高校生も積極的に 
話してくれた！ 

▲映画と福祉コラボ
事業での活動より！ 

 

トークショー後も 
楽しい交流が続いた！ 

▲バリアフリー教室の様子！ 

https://www.shonai.co.jp/aboutus/csr/kouekijyosei.html

